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新
体
制
が
決
ま
る

　

昨
年
十
二
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
十
二
月
定
例
議
会

に
お
い
て
、
議
長
・
副
議
長
・
常
任
委
員
の
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

町
長
提
案
の
議
選
監
査
委
員
は
満
場
一
致
で
木
元
史
幸
議
員
に
決
ま
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
の
任
期
は
、
条
例
並
び
に
町
議
会
申
し
合
わ
せ
に
よ

る
二
年
と
し
て
い
る
。

議
長
に　

山
本　

充
良
氏

副
議
長
に　

森
本　

吉
治
氏

議
選
監
査
委
員
に　

木
元　

史
幸
氏

山本　充良 氏

森本　吉治 氏

木元　史幸 氏
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　委員会は、本会議の下審査機関であり、予備的審査機関

であって、議会で審議される案件に、専門的知識や経験を

生かし事前審査を行うための審議機関である。

　議会の自主的な活動を推進するために、条例で「常任委員

会」「特別委員会」を設置しています。

　役員の任期は２年としている。

常任委員会

総務常任委員会 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　町政全般の総合的な計画な

どの調査研究、他に属さない

事項についての審査をします。

委　員　長　細井　成富

副委員長　樫本　雄一

委　　員　森　　克二

委　　員　山本　充良

産業建設常任委員会

　農林水産振興、観光振興、

道路などの産業振興に関する

ことの調査研究及び審査をし

ます。

委　員　長　相原　浩志

副委員長　河口　榮祐

委　　員　森　　彦富

委　　員　森本　吉治

厚生文教常任委員会

　保健、医療、福祉、教育、

文化などの振興に関すること

の調査研究及び審査をします。

委　員　長　高橋　和男

副委員長　木元　史幸

委　　員　坂口　一之

委　　員　西崎　哲夫

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

昨
年
十
一
月
十
一
日「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
」（
東
京
都
）で

開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
議
会
議
長
会
創
立
六
十
周
年
記

念
大
会
に
お
い
て
、
永
年
町
村
議
会
議
員
と
し
て
地
域

社
会
の
発
展
及
び
住
民
福
祉
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら「
特
別
表
彰
」

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
三
五
三
名
、
県
内
で
八
名
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

河
口
榮
祐
議
員

　
　

特
別
表
彰
受
賞
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　１２月定例議会は１０日から１８日まで９日間の会期で開催しま
した。
　提出議案は、補正予算５件、町道路線認定１件、条例の一部
改正１件、監査委員の選任１件、計８件、いずれも原案どおり
可決、承認しました。
　議会からは、正・副議長選挙に関する件、常任委員会委員改
選に関する件、請願など提案し、すべて選任同意、承認された。
　一般質問では３議員が登壇し（６～７ページに掲載）それぞ
れ町の考えを質問しました。

　

町
政
等
報
告　

　

平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
国
の
予
算
編
成
の
動
向
を
的
確
且
つ

迅
速
に
見
極
め
、
適
切
に
対
処
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
行
財
政
全
般
に
渡
る
改
革

を
行
う
ほ
か
、
全
力
を
挙
げ
て
財
源
の
積

極
的
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
事
務
事
業

全
般
に
渡
り
効
果
性
、
必
要
性
あ
る
い
は

後
年
度
の
財
政
負
担
等
を
更
に
精
査
し
、

町
債
残
高
の
抑
制
に
も
充
分
留
意
す
る
中

で
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
や
思
い

切
っ
た
施
策
事
業
の
効
率
化
な
ど
に
取
り

組
み
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
健
全

財
政
の
確
立
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
本
町

が
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
後
に
お
い
て
も
優
先
摂
取
対
象
者

が
一
日
で
も
早
く
摂
取
で
き
る
よ
う
感
染

拡
大
の
防
止
や
重
症
化
抑
制
に
全
力
で
取

り
組
む
。

　

養
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
全
線
開
通
し
た
こ
と

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
産
業
の

振
興
、
交
流
人
口
の
増
大
等
を
図
る
べ
く

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

第
四
次
神
山
町
行
政
改
革
大
綱
、
神
山

町
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
二

十
二
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の
五
年

間
を
プ
ラ
ン
の
期
間
と
し
、
現
在
行
政
改

革
推
進
委
員
会
で
策
定
中
で
あ
る
。

　

国
土
調
査
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
休

止
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら

事
業
を
実
施
す
る
べ
く
来
年
度
準
備
業
務

を
税
務
保
険
課
固
定
資
産
税
係
で
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
あ
る
い
は
部
分
委
託
、

直
営
等
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
る
。

　

地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事

業
で
は
、
執
行
率
が
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
が
、
年
度
内
執
行
に
向
け
事

務
を
進
め
る
。

　

神
山
町
の
鳥
獣
害
の
被
害
防
止
計
画
は
、

二
十
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
三
年

間
、
猪
、
猿
、
鹿
、
カ
ラ
ス
、
川
鵜
等
を

中
心
に
進
め
る
。
先
の
事
業
仕
分
け
で
地

方
の
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
の
国
の
動
向
等
に
注
視
し
て
参
り
た
い
。

　

神
山
町
の
総
合
計
画
の
策
定
状
況
は
、

住
民
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
計
画
策
定
委
員
会
、
部
会
に

よ
る
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
実
施
を
進
め
て
い
る
。
等
々
の
報
告

が
あ
っ
た
。　

諸　
報　
告　

●
平
成
二
十
一
年
定
例
監
査
結
果
報
告
並

び
に
十
、
十
一
月
分
の
例
月
出
納
検
査

一　　般　　会　　計 　　 ４１億９,８１０万円
（２,１１６万円）

国民健康保険特別会計 　　 １１億１,７９０万円
（△５万円の減額）

簡易水道事業特別会計 　　 １億５,２４１万円
（歳出節間の調整による増減０）

介 護 保 険 特 別 会 計 　　 ９億８,７１２万円
（△３５万円の減額）

後期高齢者医療特別会計 　　 １億１,０９３万円
（１１３万円）

※上段は予算総額、（　　）内は１２月補正額

１２月

補正予算 ●県単治山工事　　　　　　　　　３３０万円

●県単急傾斜地崩壊対策工事　　　５０６万円

●県単砂防事業負担金　　　　　　３００万円

●全国瞬時警報システム設置工事　８５０万円

●後期高齢者医療広域連合納付金　１１８万円

主な内容
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監
査
委
員
か
ら
町
営
バ
ス
の
赤
字
経
営

対
策
、
町
税
の
徴
収
努
力
、
有
害
鳥
獣
駆

除
対
策
、
町
道
の
管
理
等
に
お
い
て
の
指

摘
並
び
に
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
属

す
る
出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸
帳
簿
、

指
定
金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計
表
、
証

憑
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

●
第
五
十
三
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大

会
へ
の
出
席

　

十
一
月
十
一
日
東
京
都
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
三
回
町
村
議
会

議
長
会
全
国
大
会
に
坂
口
議
長
が
出
席
し

た
。

●
議
員
派
遣

　

第
五
十
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
ほ
か
十
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

条
例
制
定
・
改
廃
等　

●
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

給
料
の
月
額
を
町
長
二
〇
％
、
副
町
長

一
〇
％
、
教
育
長
五
％
引
き
下
げ
て
支
給

す
る
特
例
期
間
を
平
成
二
十
三
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
と
し
た
も
の
で
す
。

　

人
事
案
件　

●
議
長
の
辞
職
許
可

　

坂
口
議
長
よ
り
議
長
の
辞
職
許
可
願
が

提
出
さ
れ
許
可
さ
れ
た
。

●
議
長
の
選
挙

　

直
ち
に
議
長
選
挙
を
行
い
山
本
充
良
議

員
が
指
名
推
薦
に
よ
り
第
三
十
三
代
議
長

に
当
選
し
た
。

●
副
議
長
の
辞
職
許
可

　

西
崎
副
議
長
よ
り
副
議
長
の
辞
職
許
可

願
が
提
出
さ
れ
許
可
さ
れ
た
。

●
副
議
長
の
選
挙

　

直
ち
に
副
議
長
選
挙
を
行
い
森
本
吉
治

議
員
が
指
名
推
薦
に
よ
り
第
三
十
七
代
副

議
長
に
当
選
し
た
。

●
議
席
の
一
部
変
更

　

議
長
、
副
議
長
の
交
代
に
伴
い
議
場
に

お
け
る
議
席
が
変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
監
査
委
員
の
選
任

　

議
会
選
出
の
相
原
監
査
委
員
が
退
任
し
、

木
元
史
幸
議
員
が
新
た
に
監
査
委
員
と
し

て
選
任
同
意
さ
れ
た
。

●
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

　

委
員
の
任
期
が
条
例
に
よ
り
二
年
と

な
っ
て
お
り
、
各
議
員
の
委
員
会
所
属
が

変
わ
り
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
委
員
長
・
副
委
員
長
の
互

選
結
果

　

各
議
員
の
委
員
会
所
属
が
変
っ
た
の
で

委
員
長
、
副
委
員
長
を
互
選
し
た
結
果
の

報
告
で
す
。　

議
員
発
議
案　

●
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
積
極
的
役
割

を
政
府
に
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
「
核
の
傘
」
依
存
や
「
核
密
約
」
の
固
執

を
改
め
、
非
核
三
原
則
を
遵
守
し
、
新
政

権
が
被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し
い
核
兵
器
廃
絶

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
五
月
の

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議

で
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
条
約
を
締
結
す
る

合
意
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
被
爆
国
に
ふ
さ

わ
し
い
日
本
政
府
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
議
決
し
た
。

●
議
員
派
遣

　

平
成
二
十
一
年
度
「
第
二
回
市
町
村
議

会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
」
ほ
か
三
件
に
つ
い
て
、

議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

●
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

　

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
閉
会
中
に
お
い
て
も
引
き
続
き
調
査
を

行
う
と
決
定
し
た
。

　

そ　
の　
他　

●
町
道
路
線
の
認
定

　

主
要
地
方
道
石
井
神
山
線
の
分
岐
よ
り
、

下
地
団
地
に
至
る
約
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

間
を
「
町
道
下
地
線
」
と
し
て
認
定
す
る

た
め
議
決
し
た
。

　

請
願
・
陳
情　

●
請
願
書

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
積
極
的
役
割

を
政
府
に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者

　

非
核
の
政
府
を
求
め
る
徳
島
の
会

　
　
　
　
　

代
表
世
話
人　

中
村
觀
善

　

こ
の
件
に
き
ま
し
て
は
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

●
陳
情
書

　

非
核
自
治
体
宣
言
（
決
議
）
を
基
と
し

た
平
和
行
政
を
求
め
る
陳
情
書

提
出
者

　

日
本
青
年
学
生
平
和
友
好
祭
徳
島
県

　

実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

実
行
委
員
長　

谷　

慎
也

●
陳
情
書

　

消
費
税
に
よ
ら
な
い
最
低
保
障
年
金
制

度
の
実
現
を
求
め
る
陳
情

提
出
者

　

全
日
本
年
金
者
組
合
徳
島
県
本
部

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

吉
本
茂
則

●
陳
情
書

　

二
〇
一
〇
年
度
の
年
金
確
保
に
関
す
る

陳
情

提
出
者

　

全
日
本
年
金
者
組
合
徳
島
県
本
部

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

吉
本
茂
則

●
陳
情
書

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る

陳
情
書

提
出
者

　

新
日
本
婦
人
の
会
徳
島
県
本
部
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会
長　

中
嶋
蓉
子

●
陳
情
書

　

細
菌
性
髄
膜
炎
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
に
よ

る
定
期
接
種
化
を
早
期
に
求
め
る
陳
情
書

提
出
者

　

新
日
本
婦
人
の
会
徳
島
県
本
部

●
陳
情
書

　

電
気
設
備
工
事
・
管
設
備
工
事
の
分
離

発
注
推
進
に
つ
い
て
陳
情

提
出
者

　

譖
徳
島
県
設
備
業
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

岡
本
敏
雄

以
上
六
件
の
資
料
の
写
し
配
付
。

ご
み
野
焼
解
消
の
行
政
対
応
に
つ

い
て
。
三
項
目
に
つ
い
て
質
問
。

鴣
家
庭
ご
み
を
焼
却
処
分
し
て
い
る
実
態

の
把
握
に
つ
い
て
、
又
把
握
の
手
法
に
つ

い
て
。

鴟
野
焼
解
消
に
つ
い
て
の
今
ま
で
の
行
政

対
応
は
。

鵄
野
焼
が
な
く
な
ら
な
い
原
因
理
由
を
行

政
と
し
て
ど
の
様
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

鴣
の
項
目
に
つ
い
て
は
ど
こ
の

家
庭
が
野
焼
し
て
い
る
の
か
は

把
握
し
て
い
な
い
が
通
報
は
時
折
あ
る
。

一
九
年
度
三
件
、
二
〇
年
度
三
件
、
二
一

年
度
三
件
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
匿
名
の

電
話
通
報
で
あ
る
。

鴟
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
通
報
の
あ
っ
た

場
合
現
場
確
認
を
し
て
、
該
当
者
に
注
意

を
促
し
改
善
を
求
め
る
対
応
を
し
て
い
る
。

防
災
無
線
で
本
年
度
六
、
七
、
十
一
月
に

各
一
回
周
知
、
広
報
か
み
や
ま
で
年
一
回

程
啓
発
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

鵄
の
項
目
に
つ
い
て
は
モ
ラ
ル
の
問
題
で

あ
る
。
自
分
が
良
け
れ
ば
良
い
。
ご
み
出

し
が
め
ん
ど
う
で
あ
る
。
ご
み
袋
に
経
費

が
か
さ
む
。
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

再
問

鴣　

項
目
に
つ
い
て

　

通
報
と
は
別
に
私
の
知
る
限
り
で
は
野

焼
の
件
数
は
実
際
に
は
多
く
あ
り
、
し
か

も
地
域
集
落
住
民
の
方
々
は
そ
の
実
態
を

詳
し
く
把
握
し
て
い
る
一
面
が
あ
る
。

鵄
の
項
目
に
つ
い
て

　

課
長
は
モ
ラ
ル
の
問
題
だ
と
片
付
け
る

が
果
し
て
そ
う
な
の
か
。
も
っ
と
詳
し
く

検
証
す
べ
き
で
は
、
知
る
限
り
で
は
、
貎イ
 

生
活
習
慣
と
し
て
野
焼
を
罪
の
意
識
も
な

く
堂
々
と
生
活
の
一
部
に
し
て
い
る
家
庭

も
あ
る
。

貎ロ
 

少
し
だ
か
ら
と
ご
み
の
選
別
ご
み
出
し

が
面
倒
だ
と
す
る
家
庭
。

貎ハ
 

高
齢
者
で
車
に
も
乗
ら
ず
過
疎
で
運
搬

を
依
頼
す
る
人
も
お
ら
ず
、
当
日
の
朝
の

ご
み
出
し
が
物
理
的
に
む
つ
か
し
い
家
庭
。

貎ニ
 

ゴ
ミ
袋
の
経
費
負
担
が
嫌
な
家
庭
。

貎ホ
 

神
山
の
地
域
集
落
は
運
命
共
同
体
と
し

て
、
相
互
扶
助
を
原
点
に
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
、
集
落
の
人
々
は
野
焼
の
実
態
を

詳
し
く
把
握
し
て
い
な
が
ら
も
人
間
関
係

に
懸
念
が
生
じ
る
こ
と
を
恐
れ
て
通
報
等

が
出
来
な
い
背
景
が
あ
り
地
域
の
自
浄
能

力
に
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
行
政
の

実
態
把
握
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

野
焼
の
解
消
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
原

因
理
由
の
詳
細
な
検
証
を
前
程
に
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
継
続
し
た
啓
発
が
必
要
で

な
い
か
。
防
災
無
線
や
広
報
紙
等
の
手
法

で
行
政
が
如
何
に
野
焼
の
解
消
の
た
め
に

前
向
き
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
る
こ
と
を
住
民
の
方
々
と
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
な
い
か
。

す
だ
ち
の
消
費
拡
大
の
た
め
の
、

町
長
の
具
体
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
つ
い
て

　

徳
島
新
聞
で
旧
穴
吹
町
出
身
で
熊
本
県

の
企
業
グ
ル
ー
プ
の
会
長
が
す
だ
ち
を
年

間
二
千
箱
以
上
、
中
元
や
歳
暮
に
し
て
い

る
と
の
記
事
が
載
っ
た
。
こ
の
方
は
、
東

京
、
大
阪
、
名
古
屋
辺
り
の
県
出
身
企
業

人
が
同
様
の
取
り
組
み
を
し
た
ら
大
き
な

地
域
貢
献
が
出
来
る
の
で
は
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
町
長
は
職
務
柄
又
町
の
首
長
と

し
て
、
多
数
の
方
々
と
の
名
刺
交
換
や
職

務
を
通
し
て
の
町
出
身
者
や
知
人
、
県
外

企
業
人
と
幅
広
い
人
脈
や
交
流
が
あ
ろ
う

か
と
思
う
が
、
そ
う
し
た
方
々
に
中
元
歳

暮
に
す
だ
ち
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
て

は
ど
う
か
。す

だ
ち
の
消
費
宣
伝
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
手
法
を

駆
使
し
て
従
来
か
ら
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

県
人
会
等
の
県
出
身
の
企
業
人
と
の
交
流

の
中
で
も
智
恵
と
人
脈
を
活
か
し
て
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
只
近
畿
県
人
会
へ
の
案
内

が
や
っ
と
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

関
東
の
県
人
会
の
案
内
は
町
へ
は
案
内
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え

す
だ
ち
の
消
費
宣
伝
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

再
問

　

新
府
能
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
等
に
よ
り
同

じ
主
要
な
す
だ
ち
生
産
地
と
し
て
、
佐
那

河
内
村
と
の
連
携
を
密
に
し
た
両
町
村
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
手
法
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。 

答

問
２

答

問
１

　

十
二
月
定
例
会

一

般

質

問
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過
疎
化
、
少
子
化
の
中
で
、
新

た
な
町
営
住
宅
、
若
者
定
住
住

宅
を
造
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　

こ
の
質
問
は
三
回
目
で
あ
る
が
、
急
激

な
人
口
減
に
向
か
っ
て
い
る
神
山
町
に
お

い
て
、
あ
と
十
年
後
に
は
学
校
教
育
に
お

い
て
中
学
校
、
小
学
校
で
は
複
式
学
級
に

お
ち
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
人
口
も

二
〇
三
〇
年
に
は
今
の
半
分
の
三
〇
〇
〇

人
近
く
ま
で
に
減
る
と
い
う
予
測
が
で
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
一
日
も
早
い
公
営
住

宅
、
若
者
向
住
宅
を
造
る
べ
き
で
あ
る
。

広
島
県
安
芸
高
田
市
（
中
国
山
地
の
山
の

中
）
は
若
者
向
け
に
次
の
よ
う
な
条
件
を

つ
け
て
入
居
を
う
け
つ
け
て
い
る
。

　

十
五
歳
未
満
の
子
が
い
る
。
地
域
の
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
。
こ
れ
だ
け
で
月
三

万
円
の
家
賃
、
二
十
年
後
に
は
土
地
代
の

百
数
十
万
円
を
払
え
ば
持
ち
家
に
な
る
。

一
戸
当
り
の
建
設
費
が
一
六
〇
〇
万
〜
一

七
〇
〇
万
円
で
現
在
二
十
三
戸
が
住
ん
で

い
る
と
の
こ
と
。
先
進
地
の
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
、
町
営
住
宅
又
若
者
住
宅
を
造

る
考
え
は
あ
る
か
。

常
々
他
議
員
よ
り
指
摘
が
あ
り

重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

交
通
基
盤
も
府
能
ト
ン
ネ
ル
、
養
瀬
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
で
徳
島
市
、
石
井
町
へ
の
時

間
距
離
が
短
縮
さ
れ
た
。
現
在
移
住
交
流

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
で
、
二
十
一
年
度
も

五
世
帯
十
一
名
の
移
住
見
込
と
な
っ
て
い

る
。
空
き
家
を
斡
旋
す
る
こ
と
で
神
山
に

住
ん
で
み
た
い
と
い
う
方
が
ど
れ
だ
け
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
と
い
う
事
も
参
考
に
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

公
共
事
業
の
削
減
の
中
、
町
内
土

木
業
者
の
事
業
支
援
に
つ
い
て

　

昨
今
、
公
共
事
業
の
削
減
に
よ
っ
て
土

木
業
者
の
廃
業
、
転
職
が
増
加
し
て
い
る

中
、
町
発
注
の
公
共
事
業
に
お
い
て
、
町

外
業
者
が
落
札
し
、
下
請
業
者
に
一
部
発

注
す
る
場
合
、
町
内
業
者
を
優
先
的
に
下

請
業
者
と
し
て
発
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
一
文
を
契
約
時
に
結
ぶ

こ
と
は
で
き
な
い
か
、
こ
う
し
た
事
が
成

り
立
て
ば
少
し
で
も
地
元
業
者
の
景
気
対

策
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

今
年
度
も
公
共
事
業
は
一
五
％

の
削
減
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

が
、
発
注
段
階
で
地
元
業
者
を
一
部
委
託

下
請
を
お
願
い
す
る
と
い
う
の
は
非
常
に

難
し
い
。
公
平
性
、
公
正
と
い
う
事
が
、

常
に
運
用
の
基
本
と
な
る
の
で
、
お
っ

し
ゃ
る
事
は
よ
く
分
る
が
、
こ
の
項
目
を

加
え
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
。

神
山
版
の
環
境
政
策
に
つ
い
て

民
有
林
に
お
け
る
間
伐
の
状
況

と
、
民
間
と
行
政
が
取
り
組
ん
で
い
る
、

協
同
の
森
事
業
推
進
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。

年
間
約　
　

か
ら　
　

実
施
し

２００
ha

３００
ha

て
い
る
。

二
十
年
度
の
実
績

　

搬
出
間
伐
が
約　
　

、
切
り
捨
て
間
伐

２２
ha

が　
　

、
未
整
備
間
伐
約　
　

、
治
山
の

９０
ha

２８
ha

調
整
間
伐
で　
　

。

３１
ha

　

協
同
の
森
事
業
と
し
て
南
野
間
の　
　４０
ha

を
候
補
地
と
し
て
要
望
。
二
十
一
年
度
方

子
の
民
有
林
と
森
林
公
園
の
間
伐
を
行
っ

て
お
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
課
長
）

道
の
駅
、
神
山
温
泉
に
お
い
て
レ

ジ
袋
Ｎ
Ｏ
運
動
を
推
進
し
て
は
？

両
施
設
と
も
町
外
の
方
が
多
い

の
で
、
レ
ジ
袋
廃
止
、
マ
イ

バ
ッ
グ
推
進
に
は
馴
染
ま
な
い
。
リ
ピ
ー

タ
の
方
と
か
町
内
の
方
に
つ
い
て
は
推
進

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。  （
町
長
）

ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
て

は
？

調
査
検
討
い
た
し
た
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
町
長
）

道
の
駅
、温
泉
に
レ
ン
タ
ル
・
サ

イ
ク
ル
を
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

先
進
地
の
実
状
は
自
転
車
が
紛

失
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
実

施
は
困
難
で
あ
る
。 　
　
　
　
　
 
（
町
長
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
つ
い

て
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
町
に
は
神
通
発
電
所
が
あ
る
そ
の
復
活

に
つ
い
て
。導

水
管
が
現
在
使
え
る
状
況
で

な
い
。
又
、
機
械
類
の
整
備
に

つ
い
て
も
か
な
り
の
費
用
を
要
す
る
の
で

難
し
い
。
む
し
ろ
、
ソ
ー
ラ
ー
や
、
風
力
、

水
力
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
町
長
）

答問
２

答 答

問
２

答問
３

答問
４

答

問
１

問
１

問
５

答
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平成２１年第３回臨時議会
　第３回臨時議会は、平成２１年１１月２６日に開催し
ました。
　提出議案は、補正予算１件、条例の一部改正４件、
人事案件１件を審議し、いずれも原案どおり可決、
同意しました。

補正予算
　一般会計補正予算（第５号）が提案され、１億
７,８７９万円が追加されました。
　主に新型インフルエンザ対策、８月～９月の災
害復旧費の追加となっております。

　

第
二
回
定
例
組
合
議
会
は
、
平
成
二
十

一
年
十
二
月
二
十
四
日
に
神
山
町
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
四
議
案
を
審
議
し

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
認
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
正
副
議
長
の
選
任
を
行
い
、
名
西

消
防
組
合
議
長
に
細
井
成
富
氏
、
副
議
長

に
井
上
裕
久
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
、
承
認
し
ま
し
た
議
案
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

専
決
処
分
事
項
四
件
に
つ
い
て
は
、
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
条
例
の
改
正
県
市
町

村
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
に
伴
う
規
約
の
変
更
の
承
認
、

平
成
二
十
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
は
、
歳
入
総
額
四
億

七
、
四
八
六
万
円
、
歳
出
総
額
四
億
六
、

五
〇
〇
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
九
八
六

万
円
の
認
定
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

一
、
九
〇
七
万
円
を
追
加
し
、
四
億
九
、

七
一
七
万
円
を
可
決
し
ま
し
た
。

●新型インフルエンザ予防接種助成金
６７２万円

●現年発生災害復旧工事
１億６,８７５万円

　（林道、農地農業用施設、公共施設）

主な内容

一　　般　　会　　計 　　 ４１億７,６９４万円
 　　　　　　　　　　　　 （１億７,８７９万円）

※上段は予算総額（　）内は補正額

補正予算

　

条
例
制
定
・
改
廃
等　

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正

　

人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
の
取
扱
い
を
基

本
と
し
て
関
連
す
る
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
、
月
例
給
の
引
き
下
げ
（
平
均
△
〇
・

二
％
）、
自
宅
に
係
る
住
居
手
当
の
廃
止
、

期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
〇
・
三
五
月

引
き
下
げ
た
も
の
な
ど
で
す
。（
四
・
五
〇

月
分
↓
四
・
一
五
月
分
）

●
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

国
の
取
り
扱
い
を
基
本
と
し
て
改
正
し

た
も
の
で
、
年
間
三
・
三
月
分
か
ら
〇
・

二
五
月
引
き
下
げ
、
年
間
三
・
〇
五
月
分

と
し
た
も
の
で
す
。

●
神
山
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
と
同
様

年
間
三
・
三
月
分
か
ら
〇
・
二
五
月
引
き

下
げ
、
年
間
三
・
〇
五
月
分
と
し
た
も
の

で
す
。

●
神
山
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

特
別
職
の
改
正
、
勝
名
地
区
各
町
村
の

対
応
を
参
考
に
関
連
す
る
条
例
を
改
正
し

た
も
の
で
年
間
三
・
三
月
分
か
ら
〇
・
二

五
月
引
き
下
げ
、
年
間
三
・
〇
五
月
分
と

し
た
も
の
で
す
。

　

人
事
案
件　

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
同
意
）

　

神
山
町
下
分
字
今
井
一
四
一
番
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
家　

清
介
氏

　

名
西
消
防
組
合
平
成
二
十
一
年
度

　
　

第
二
回
定
例
組
合
議
会

議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か
！

　

　

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で
ど
ん

な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
自
分
の
目
と
耳

で
お
確
か
め
下
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・　

月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

１２

　

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

T
E
L

　

6
7
6
│
1
5
1
1

　
　
　
　
　
﹇
I
Ｐ
2
0
0
2
﹈

 
次
の
定
例
会
は

　

３
月
中
旬
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を  

 　
　
 
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
か
な「
出
来
事
」や「
情
報
」な
ど
、お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。投
稿
は
自
由
で

す
。提
出
さ
れ
た
投
稿
は
、本
委
員
会
で
協
議

検
討
し
、承
認
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
１
月
・
５
月
・
８

月
・　

月
の
年
４
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１１

　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
山
町
役
場
内　

議
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
７
６－
１
５
１
１

　

Ｉ　

Ｐ　

２
０
０
２
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神
領
字
西
野
間
の
高
浜
在
所
（
十
五
戸
）

で
保
存
し
て
い
る
高
浜
獅
子
舞
は
、
明
治
十

一
年
頃
、
全
国
的
に
盛
ん
で
あ
っ
た
獅
子
舞

を
当
時
の
高
浜
地
域
の
人
た
ち
を
氏
子
と
す

る
権
現
祭
り
（
例
年
旧
二
月
一
日
）
に
奉
納

し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

獅
子
舞
の
演
技
は
、
阿
川
の
松
尾
在
所
で

行
っ
て
い
た
獅
子
舞
を
習
得
し
、
こ
れ
を
参

考
に
独
自
性
を
出
す
た
め
工
夫
し
て
現
在
の

舞
と
な
っ
た
が
当
時
の
獅
子
は
唐
獅
子
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
正
十
二
年
に
毛
獅
子
を
購
入

し
、
昭
和
三
十
五
年
頃
ま
で
続
け
ら
れ
て
い

た
が
道
具
の
損
傷
な
ど
も
あ
り
休
止
し
て
い

た
。

　

獅
子
舞
の
復
活
は
、
御
大
師
講
な
ど
で
話

題
と
な
り
平
成
五
年
に
高
浜
在
所
で
保
存
会

が
結
成
さ
れ
、
獅
子
を
修
復
し
、
舞
に
精
通

し
て
い
た
高
田
勉
氏
の
指
導
に
よ
り
会
員
の

納
屋
で
四
ヶ
月
間
（
一
九
回
）
練
習
し
た
が
、

長
年
休
止
し
て
い
た
た
め
演
技
を
思
い
出
す

に
は
大
変
苦
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

全
員
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組
み
、
ほ

ぼ
当
時
の
舞
を
三
十
三
年
ぶ
り
に
復
活
し
、

土
用
の
入
り
の
日
に
地
元
の
「
庚
申
神
」
に

奉
納
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の

参
加
依
頼
が
多
く
あ
り
出
演
機
会
も
増
え
た

た
め
、
平
成
七
年
に
現
在
の
獅
子
と
太
鼓
等

を
新
規
購
入
し
大
変
好
評
を
得
て
い
る
。

現
在
の
状
況
と
課
題

　

現
在
主
に
活
動
し
て
い
る
会
員
は
、
十
一

名
で
平
均
年
齢
は
六
十
三
歳
と
復
活
当
初
よ

り
高
齢
化
し
て
い
る
。
最
近
に
お
い
て
三
十

代
・
四
十
代
の
会
員
が
練
習
に
参
加
し
て
い

る
が
、
時
間
的
に
制
約
を
受
け
る
職
業
や
高

齢
、
病
気
な
ど
で
参
加
出
来
な
い
人
も
あ
り

運
営
に
大
変
苦
労
を
し
て
い
る
。

　

練
習
は
、
毎
月
一
回
高
浜
集
会
所
で
行
っ

て
い
る
が
、
九
名
の
構
成
で
行
う
練
習
は
全

員
の
参
加
が
必
要
な
た
め
、
各
自
参
加
出
来

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　

定
例
行
事
と
し
て
毎
年
土
用
の
入
り
の
日

「
庚
申
神
」
に
奉
納
。
ま
た
ホ
テ
ル
四
季
の

里
よ
り
依
頼
を
受
け
正
月
（
一
日
と
二
日
）

に
出
演
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動

　

神
山
町
芸
能
大
会 　
　
　
　
　
　
 
八
回　

　

神
領
芸
能
大
会 　
　
　
　
　
　
　
 
九
回　

　

ホ
テ
ル
四
季
の
里 　
　
　
　
　
 
二
十
回　

　

町
・
県
の
行
事 　
　
　
　
　
　
　
 
八
回　

　

上
一
宮
大
粟
神
社
等 　
　
　
　
 
十
三
回　

　

そ
の
他 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
五
回　

演
技
の
構
成

　

拍
子
木
（
一
人
）、
獅
子
（
雄
雌
四
人
）、

大
太
鼓
（
二
人
）、
小
太
鼓
（
二
人
）、
三
番

叟
（
子
供
二
人
）

演
技
題
目

○
見
合
い

　
　

雄
と
雌
が
見
合
い
の
舞
を
す
る

○
中
曲

　
　

雄
と
雌
が
互
い
に
虫
取
り
な
ど
の
し
ぐ

さ
を
し
な
が
ら
舞
を
す
る

○
地
神
楽

　
　

雄
と
雌
が
互
い
に
じ
ゃ
れ
あ
い
な
が
ら

舞
う

○
式
三
番
叟

　
　

眠
っ
て
い
る
獅
子
を
三
番
叟
が
起
こ
し

て
舞
を
さ
す
（
現
在
子
供
が
少
な
い
た
め

休
止
）

課
題

　

復
活
当
時
は
、
会
員
の
平
均
年
齢
が
五
十

五
歳
位
で
あ
っ
た
が
、
元
気
な
会
員
が
多

か
っ
た
の
で
復
活
以
来
つ
づ
け
て
こ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
高
齢
化
の
進
行
は
高
浜
在
所
に
お

い
て
も
同
じ
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
進
む

と
共
に
病
気
な
ど
で
獅
子
舞
を
演
ず
る
人
数

が
確
保
さ
れ
て
い
く
か
不
安
が
あ
る
。
こ
の

た
め
近
距
離
に
す
む
後
継
者
な
ど
に
参
加
を

呼
び
か
け
る
な
ど
後
世
に
残
せ
る
よ
う
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

郷土芸能の現状と課題［第３回］

高浜獅子舞

シリーズ
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蒐
集
整
理
年
譜

●
昭
和　

年
３
月　

日

３０

３１

　

五
村
合
併
神
山
町
と
な
る

●
昭
和　

年
６
月
〜
昭
和　

年　

月

３６

４１

１２

　

神
山
町
郷
土
研
究
会
発
足

●
昭
和　

年
４
月
１
日

３７

　

神
山
町
文
化
財
保
護
委
員
会
発
足

　
（
五
十
一
年
度
よ
り
文
化
財
保
護
審
議

会
と
改
称
）

●
昭
和　

年
度
〜
昭
和　

年
度

４２

５９

　

町
役
場
本
庁
支
所
新
築
改
築
に
よ
り
旧

村
役
場
文
書
の
蒐
集
を
始
め
る

　

蒐
集
方
法

　

一
、
旧
役
場
庁
舎
の
倉
庫
に
積
ま
れ
た

文
書
の
整
理

　

二
、
神
領
小
学
校
校
舎
の
一
部
教
室
に

運
搬
（
町
職
員
の
協
力
あ
り
）

　

三
、
教
室
に
運
搬
さ
れ
た
文
書
の
分
類

　

四
、
箱
詰
作
業

　

五
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
書
名
カ
ー
ド
添

付

　

六
、
書
架
に
旧
村
毎
に
収
容

　
　

町
外
か
ら
の
協
力
者
と
し
て
当
時
の

郷
土
研
究
家
の
飯
田
義
資
・
金
沢
治
・

藤
丸
昭
な
ど
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た

●
昭
和　

年　

月　

日

５８

１１

１２

　

神
山
町
郷
土
資
料
館
オ
ー
プ
ン

　

神
領
小
学
校
の
１
棟
利
用

●
平
成　

年
５
月　

日

１８

２６

　

国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
員
三
名

が
来
訪
。「
旧
村
役
場
文
書
」が
全
国
的

に
も
希
有
で
あ
る
と
の
評
を
受
け
る

●
平
成　

年
２０

　

徳
島
県
立
文
書
館
職
員
に
依
る
展
示
文

書
の
点
検
整
理

　
（
数
回
に
わ
た
り
一
回
四
名
〜
五
名
参

加
）

●
平
成　

年
〜　

年

２０

２１

　

寄
宿
舎
を
資
料
館
へ
の
改
造
事
業

●
平
成　

年
３
月　

日

２１

２６

　

旧
資
料
館
の
資
料
を
新
資
料
館
へ
の
移

転
事
業
終
了

●
平
成　

年
４
月
１
日

２１

　

新
資
料
館
開
館

神
山
町
郷
土
資
料
館

一
、
旧
役
場
文
書
の
収
集
の
経
緯
と
収
集

資
料
の
概
要

　

・
昭
和
三
十
年
三
月
に
五
か
村
合
併
に

よ
り
神
山
町
発
足
し
ま
し
た
。

　

・
昭
和
三
十
六
年
六
月
に
神
山
町
郷
土

研
究
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

活
躍
が
郷
土
資
料
館
の
成
立
の
原
点

と
お
も
い
ま
す
。
こ
の
会
は
昭
和
四

十
一
年
十
二
月
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
　
　

会
員
二
十
一
名
、
会
報
を
十
回
発

行
し
町
内
の
民
俗
・
歴
史
の
実
地
踏

査
が
主
た
る
研
究
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

・
昭
和
四
十
二
年
か
ら
五
十
九
年
に
か

け
て
町
役
場
本
庁
・
支
所
の
改
築
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
旧
村

役
場
に
保
存
さ
れ
て
い
る
明
治
以
降

の
役
場
文
書
の
処
理
に
つ
い
て
、
文

化
財
関
係
者
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。
文
化
財
審
議
会
や
郷
土
研

究
会
で
必
要
無
け
れ
ば
焼
却
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
郷
土
研
究
者
た

ち
の
意
見
に
よ
り
も
ら
い
受
け
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

・
役
場
の
改
築
は
本
庁
移
転
（
四
十
二

年
）、
鬼
籠
野
支
所
（
四
十
六
年
）、

上
分
支
所
（
五
十
四
年
）、
広
野
支
所

（
五
十
五
年
）、
下
分
支
所
（
五
十
九

年
）
で
す
の
で
、
そ
の
間
に
旧
役
場

文
書
を
神
領
小
学
校
の
一
教
室
を
借

り
受
け
て
運
搬
し
ま
し
た
。
そ
の
労

力
は
大
し
た
も
の
で
約
十
年
の
間
に

大
勢
の
人
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

・
教
室
に
運
搬
さ
れ
た
文
書
の
分
類
も

大
き
な
仕
事
で
町
で
若
干
の
人
件
費

を
支
出
し
て
い
た
だ
き
、
図
書
分
類

法
に
従
っ
て
箱
詰
め
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
も
約
八
年
間
を
要
し

特集　

神山町文化財保護審議会と
郷土資料公文書収集について

神山町文化財保護審議会

会　長

稲飯　幸生
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て
い
ま
す
。

二
、
郷
土
資
料
館
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て

　

資
料
館
に
つ
い
て
は
次
の
事
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

・
文
書
格
納
す
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
箱
を

少
し
強
い
も
の
に
す
る
。

　

・
雨
漏
り
す
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
が

あ
る
の
で
注
意
す
る
。

　

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
一
箱
の
文
書
量
が
多
す

ぎ
る
。

　

･
民
俗
の
部
屋
で
は
品
物
の
寄
贈
者
の

名
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

　

・
合
併
後
の
文
書
の
整
理
を
す
る
。

　
　
（
以
上
、
県
立
博
物
館
・
文
書
館
館
職

員
の
指
摘
）

三
、
そ
の
他
の
事
項

　

・
役
場
文
書
の
保
存
は
長
年
月
に
わ
た

る
大
勢
の
人
々
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

れ
た
の
で
、
個
人
氏
名
は
略
し
ま
し

た
。

　

・
資
料
館
は
教
育
委
員
会
で
管
理
し
て

い
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
専
任
の
学
芸

員
の
よ
う
な
人
が
常
駐
し
て
お
れ
ば

便
利
と
お
も
い
ま
す
。（
希
望
）

…
…

…
…
…
…

… ……………………………

　今、神山町の郷土資料旧村公文書収集資料が注目されて

いる。全国的にも希有であり町が誇りうる価値のある資料

が、どの様な経緯で蒐集整理されたのか、審議会会長に蒐

集年譜と現状課題等、質問方式でお願いした。この先人達

の発想と苦労により蒐集された資料を今後の町づくりにど

の様に活かすかが私達に課された宿題である。

てし通を材取

… ……………………………

…
…

…
…
…
…
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　青雲寮を改装してこの春から新たに郷土資
料館がオープンしています。本項で紹介した
旧村役場の公文書や歴史的価値の高い資料、
襖絵など数々を展示、保管していますのでぜ
ひご覧ください。

見学したい方はお気軽に教育委員会まで
お問い合わせください。

電話（088）676－1522  IP 2009
kyoiku@town.kamiyama.lg.jp

覗いてみませんか？

神山町郷土資料館
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平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
一
日
に
東
京

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
標
記
大
会
が
開
催
さ

れ
参
加
し
ま
し
た
。
鳩
山
総
理
大
臣
、
衆

参
議
長
、
総
務
大
臣
等
の
祝
辞
に
続
き
、

永
年
在
職
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
バ
カ
の
壁
」
等
の
著
者
の
東
大
名
誉

教
授
の
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
会
決
議
（
宣
言
）
が
さ
れ
、
閉
会
し
た
。

　

宣
言
文
の
概
要
を
記
し
報
告
に
替
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
土
の
大
半
を
占
め
る
農
山
漁
村
は
、

食
糧
供
給
、
水
源
涵
養
、
国
土
保
全
な
ど

国
民
の
生
命
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
全
国
の
多
く
の

町
村
は
、
住
民
と
と
も
に
国
土
を
支
え
、

伝
統
・
文
化
を
守
り
、
自
然
を
活
か
し
た

地
場
産
業
を
創
出
し
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
秋
の
一
〇
〇
年

に
一
度
の
経
済
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
わ

が
国
の
経
済
・
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
局
面
が
続
い
て
お
り
、
特
に
地
域

経
済
は
更
に
悪
化
の
傾
向
を
強
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
が
推
進
す
る
「
平
成
の
大
合

併
」
に
よ
っ
て
、
多
く
の
町
村
は
合
併
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
平
成
元
年
に
は
、
二
、

五
九
〇
の
町
村
は
、
平
成
二
十
年
度
末
に

は
、
一
千
を
割
る
に
至
り
、
四
万
三
千
人

余
の
議
員
は
、
現
在
、
約
一
万
三
千
人
に

な
り
、
今
ま
さ
に
、
町
村
は
大
き
な
転
機

を
迎
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
、
真
に
地

域
を
再
生
す
る
に
は
、
基
礎
と
な
る
町
村

が
、
地
方
分
権
化
の
中
で
、
自
治
能
力
を

高
め
、
都
市
と
農
山
漁
村
が
「
共
生
」
し

う
る
社
会
を
強
力
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、「
地
域
主
権
」
の
確
立
を
掲
げ

た
新
政
権
が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

全
国
町
村
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、
思
い

切
っ
た
地
方
分
権
を
実
行
さ
れ
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

我
々
議
会
人
は
、
本
日
こ
こ
に
、「
第
五

十
三
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
」
を
開

催
し
、
こ
の
よ
う
な
町
村
の
危
機
的
状
況

を
乗
り
越
え
、
真
の
分
権
型
社
会
を
創
造

す
る
た
め
、
果
敢
に
行
動
し
て
い
く
こ
と

を
こ
こ
に
誓
う
。

　

以
上
の
宣
言
を
心
に
き
ざ
み
、
初
心
に

か
え
り
、
今
後
の
議
員
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
を
決
意
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
議
員　

坂
口　

一
之
）

　

昨
年
十
一
月
二
十
日
ホ
テ
ル
四
季
の
里

に
お
い
て
、
佐
那
河
内
村
議
会
と
本
町
議

会
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
課
題
を
テ
ー

マ
に
議
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

研
修
の
柱
で
あ
る
講
演
で
は
、
徳
島
新

聞
社　

編
集
委
員　

門
田　

誠
氏
を
講
師

に
招
き
「
地
域
が
持
つ
可
能
性
と
課
題
」

と
題
し
て
の
講
演
。

　

県
内
の
取
材
を
通
し
て
町
村
の
元
気
づ

く
り
は
産
直
市
で
家
庭
菜
園
で
楽
し
み
な

が
ら
現
金
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と

の
輪
を
広
げ
活
性
化
へ
と
発
展
し
て
い
る

な
ど
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
交
流
会

で
は
、
各
議
員
か
ら
地
域
活
性
化
に
向
け

て
の
熱
き
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。

（
議
員　

森
本　

吉
治
）

　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日
、
各
期

成
同
盟
会
並
び
に
関
係
市
町
村
が
合
同
で
、

国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
自
民
党
本
部
、

徳
島
県
選
出
国
会
議
員
に
県
選
出
国
会
議

員
の
案
内
で
二
十
一
年
度
予
算
確
保
の
陳

情
を
行
い
ま
し
た
。
県
土
整
備
部
の
強
い

ご
指
導
と
関
係
市
町
村
の
一
致
結
束
し
た

協
力
に
よ
り
要
望
活
動
が
出
来
ま
し
た
。

予
算
は
神
山
町
関
係
の
み
。

 　

海
部
郡
海
陽
町
よ
り
吉
野
川
市
を
連
絡

す
る
国
道
一
九
三
号
及
び
さ
ぬ
き
市
と
阿

波
市
と
の
県
境
よ
り
吉
野
川
市
に
連
絡
す

る
主
要
地
方
道
志
度
山
川
線
の
改
良
を
促

進
し
、
奥
地
交
通
の
整
備
充
実
を
図
る
事

を
目
的
と
し
て
、
海
陽
町
、
那
賀
町
、
神

山
町
、
吉
野
川
市
、
阿
波
市
に
よ
り
組
織

さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十

九
日
総
会
開
催
、
国
道
一
九
三
号
吉
野
川

市
│
海
陽
町
の
早
期
改
良
整
備
予
算
獲
得
、

主
要
地
方
道
志
度
山
川
線
の
国
道
昇
格
と

四
国
横
断
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
（
国

道
一
九
三
号
・
主
要
地
方
道
志
度
山
川
線
）

　

行
政
視
察
な
ど

報
告

第
五
十
三
回

　
町
村
議
会
議
長

　
　
　
　
　
全
国
大
会

佐
那
河
内
村
議
会
と

 

　
研
修
を
通
じ

　
　
　  

交
流
を
深
め
る

平
成
二
十
一
年
度

　
各
期
成
同
盟
会
の
開
催
、

　
　 

要
望
活
動
・
本
年

　
　
　 

事
業
予
算
の
報
告
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全
線
の
改
良
整
備
の
予
算
獲
得
な
ど
盛
り

込
ん
だ
決
議
も
っ
て
要
望
活
動
を
積
極
的

に
行
う
。
倉
羅
バ
イ
パ
ス
の
早
期
着
工
。

 　

徳
島
市
か
ら
美
馬
市
経
由
、
三
好
市
京

柱
峠
を
通
過
し
高
知
県
に
至
る
国
道
四
三

八
・
四
三
九
号
並
び
に
山
城
東
祖
谷
山
線

の
改
良
を
促
進
し
、
関
係
市
町
村
の
、
交

通
、
産
業
、
経
済
等
諸
般
に
亘
る
発
展
を

目
的
と
し
て
、
徳
島
市
、
佐
那
河
内
村
、

神
山
町
、
美
馬
市
、
三
好
市
に
よ
り
組
織

さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二

日
総
会
開
催
、
沿
線
地
域
唯
一
の
幹
線
道

路
で
あ
り
住
民
の
生
活
や
文
化
、
産
業
、

医
療
を
支
え
る
四
国
の
脊
骨
・
生
命
線
と

も
い
え
る
役
割
を
果
た
す
重
要
路
線
で
あ

る
こ
と
を
強
く
要
望
、
早
期
改
良
整
備
促

進
の
予
算
確
保
、
県
、
四
国
地
方
整
備
局
、

国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
の
関
係
機
関
に

強
く
要
望
活
動
を
行
う
。

　

二
十
一
年
事
業
予
算　

国
道
四
三
八
号

上
分
バ
イ
パ
ス
当
初
予
算
二
五
〇
百
万
円

補
正
予
算
二
八
〇
百
万
円

 　

国
道
一
九
三
号
倉
羅
ト
ン
ネ
ル
開
削
工

事
を
促
進
し
徳
島
県
の
交
通
産
業
経
済
文

化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

吉
野
川
市
と
神
山
町
に
よ
り
組
織
さ
れ
て

い
る
。
平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日
総
会

開
催
、
国
道
一
九
三
号
倉
羅
ト
ン
ネ
ル
開

削
工
事
の
早
期
完
成
に
む
け
て
積
極
的
要

国
道
四
三
八
・
四
三
九
号
並
び
に
主
要
地

方
道
山
城
東
祖
谷
山
線
改
良
期
成
同
盟
会

国
道
一
九
三
号
倉
羅
ト
ン
ネ
ル
開
削
促
進

期
成
同
盟
会

望
活
動
を
行
う
。

　

二
十
一
年
度
事
業
予
算　

倉
羅
バ
イ
パ

ス
美
郷
側
一
〇
〇
百
万
円　

名
ヶ
平
バ
イ

パ
ス
一
〇
百
万
円

 　

神
山
町
の
国
道
四
三
八
号
と
の
交
差
点

を
起
点
と
し
て
徳
島
市
の
国
道
一
九
二
号

を
結
び
、
県
都
徳
島
市
と
豊
か
な
自
然
や

歴
史
文
化
を
持
つ
神
山
町
の
交
流
発
展
に
、

住
民
生
活
や
医
療
を
支
え
る
命
の
道
役
割

を
担
う
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
。
徳
島

市
・
一
宮
町
・
入
田
町
・
神
山
町
で
組
織

し
団
結
を
図
り
関
係
行
政
庁
へ
陳
情
し
改

良
整
備
実
現
を
促
進
す
る
こ
と
。

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
六
日
総
会
開
催

平
成
二
十
一
年
事
業
予
算　

養
瀬
バ
イ
パ

ス
一
八
〇
百
万
円　

広
野
工
区
一
〇
〇
百

万
円

 　

石
井
町
の
国
道
一
九
二
号
と
の
交
差
点

を
起
点
と
し
神
山
町
の
国
道
四
三
八
﹇
神

領
﹈
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
あ
り
、
石

井
町
と
神
山
町
の
交
流
発
展
に
不
可
欠
な

道
路
で
あ
る
。
本
線
の
改
良
工
事
を
促
進

し
徳
島
県
の
交
通
産
業
経
済
文
化
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
石
井
町
と
神

山
町
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。
本
路
線
の
継

続
促
進
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
要
望
、
県

道
平
島
国
府
線
か
ら
県
道
石
井
神
山
線
起

点
の
新
工
区
の
事
業
、
採
択
及
び
神
山
鮎

喰
線
に
結
ぶ
道
路
網
の
整
備
促
進
﹇
行
者

野
・
広
野
橋
等
﹈
平
成
二
十
一
年
十
一
月

主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
整
備
改
良
促
進

期
成
同
盟
会

主
要
地
方
道
石
井
神
山
線
改
良
促
進
期
成
会

十
日
総
会
開
催
。

　

二
十
一
年
事
業
予
算　

歯
の
頏
工
区
緊

急
地
方
道
路
整
備
事
業
六
四
・
六
百
万
円

県
単
事
業
二
一
・
八
百
万
円
局
部
改
良（
繰

越
）
二
〇
年
度
予
算　

本
名
宮
分
六
〇
百

万
円　

落
石
防
止
四
〇
百
万
円

 　

吉
野
川
市
鴨
島
町
字
中
郷
か
ら
神
山
町

阿
野
字
本
名
ま
で
の
延
長
十
五
・
一
袰
・

昭
和
五
十
七
年
主
要
地
方
道
に
認
定
さ
れ

た
が
未
改
良
区
多
く
早
期
改
良
整
備
の
促

進
急
務
で
あ
る
。

　

二
十
一
年
度
事
業
予
算　

神
木
本
名
八

〇
百
万
円
（
緊
急
地
方
道
整
備
）
と
二
〇

百
万
円
（
県
単
事
業
・
局
部
改
良
）

 　

佐
那
河
内
村
大
川
原
の
林
道
元
山
槻
地

線
を
起
点
に
、
上
勝
町
高
鉾
山
、
神
山
町

を
経
由
し
、
稜
線
を
通
り
上
勝
町
生
美
の

町
道
剣
山
線
に
至
る
延
長
十
七
袰
、
幅
員

四
ｍ
の
森
林
基
幹
道
。
周
辺
の
森
林
資
源

開
発
と
自
然
景
観
型
観
光
ゾ
ー
ン
形
成
の

中
核
的
機
能
を
図
る
た
め
に
上
勝
町
、
佐

那
河
内
村
、
神
山
町
に
よ
り
組
織
さ
れ
活

動
し
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十

七
日
総
会
開
催
。

　

平
成
二
十
一
年
度
事
業
予
算　

八
五
百

万
円
（
森
林
基
幹
道
整
備
事
業
）

 　

旧
美
郷
村
か
ら
神
山
町
を
経
て
旧
木
屋

平
村
に
連
絡
す
る
最
短
ル
ー
ト
の
森
林
管

理
道
で
全
延
長
十
袰
、
幅
員
四
ｍ
の
林
道
、

森
林
資
源
の
開
発
と
、
地
域
の
主
要
道
や

主
要
地
方
道
鴨
島
神
山
線
改
良
整
備
促
進

森
林
基
幹
道
大
川
原
旭
丸
線
開
設
期
成
同
盟
会

森
林
管
理
道
倉
羅
川
井
峠
線
開
設
期
成
同
盟
会

作
業
道
等
と
の
連
絡
が
出
来
、
有
機
的
な

路
網
形
成
が
可
能
と
な
り
災
害
時
の
国
道

等
の
鍠
回
路
と
し
て
利
活
用
で
き
る
よ
う

早
期
完
成
に
向
け
活
動
し
て
い
る
。
吉
野

川
市
、美
馬
市
、神
山
町
で
組
織
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
一
年
十
月
六
日
総
会
開
催　

平
成
二
十
一
年
事
業
予
算
一
一
〇
百
万
円

（
森
林
管
理
道
整
備
事
業
）

　

道
路
は
、
豊
か
で
安
全
な
暮
ら
し
の
実

現
に
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る

上
で
、最
優
先
し
て
整
備
す
べ
き
、根
幹
的

社
会
基
盤
で
あ
り
ま
す
、特
に
、近
年
急
激

に
進
展
す
る
高
齢
化
へ
の
対
応
や
都
市
と

地
方
の
地
域
格
差
是
正
を
図
る
た
め
に
も

道
路
整
備
は
一
層
重
要
で
あ
り
ま
す
。
今

後
尚
一
層
の
改
良
整
備
促
進
活
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
こ
と
願
い
、
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
十
二
月

（
議
員　

森　
　

彦
富
）

　

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
・
八
日
の
二

日
間
、全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所（
滋

賀
県
）に
お
い
て
、開
催
さ
れ
た
「
第
二
回

市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
」
に
二
八
四

人
の
全
国
市
町
村
議
員
が
参
加
。
真
剣
に

耳
を
傾
け
、
厚
い
質
疑
等
が
行
わ
れ
た
。

第
二
回

　
市
町
村
議
会
議
員

        

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

議
員　

細
井　

成
富

議
員　

高
橋　

和
男

（  　
　
　
　

）
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　ワァ綺麗やなァー　これは大型飾りでェー　なかなか大変じゃったじゃろう　見物客のねぎらいの言葉があ

つかった飾りつけの苦労を喜びと、嬉しさに変った。七夕飾り実行委員のメンバーはお互に感想を語り合ってい

る。今年も大勢の人が来てくれたでェ。また来年も頑張ろうなァ。第９回目の下分七夕まつりの反省会である。

活気のある町になれば、一時期でもにぎわいの町を作れたら…　そんな想いを持っていながらも何もしない数年

が過ぎていたと思う。下分地区チャレンジ徳島（現・神山）推進協議会のメンバーになってから、神山町全域に

７月の七夕かざりが道路沿いへ短冊が飾られたのが始まりである、３年間は普通の竹に短冊を飾って昔ながらの

七夕かざりであった。メンバーの一人が、仙台の七夕飾りの様な飾りが、あればもっと派手なんとちがうやろか

…今迄の短冊飾りに加えて、もっと大型なかざりがあればなァーとつぶやいたのが大型飾りのきっかけである。

縁あって平塚市からの七夕飾りを無償で頂く事ができてから６年になりました。『七夕の郷、下分』と大きく書か

れた看板が粟生野と安吉に誇らしく建っているが、下分地区の皆さんのご理解とご協力を頂いた大きな印（しる

し）でもあります。

　地域の絆、最近よく聞く言葉である。空き家が年と共に増えて、６５歳以上の人が５０％を越えれば限界集落と言

われるそうであるが、神山町も危ないのかも！　下分地区は春の明王寺のしだれ桜まつり、七夕まつり、お盆に

催される夏まつり、と秋の運動会など沢山の催しがあるが、すべて地域の人達の力で開かれていて、まさに地域

力である。そんな地域力はどこから生まれてくるのだろうか。高齢化の進む中にあって、住民主体でする活動の

場を作り、そこで自前で作品を作ったり、一緒に共同の作業が出来る。足りない物があればお互いが提供したり

して一つの物を仕上げる。あんたの力が必要なんじゃけん手伝ってくれんかい。そんな会話のふれあいにより

作られてゆくのだと思う。下分地区まちづくり事業は、普段は話す機会がない、地域の人達と一緒になってやれ

る世代の違う、いろんな人が気さくに声をかけあってゆける場所作りを心がけてゆく事が必要であろう。竹を切

る者、枝を打つ人、それを運ぶ係、人それぞれ自分に似合った作業をしている姿は皆んな輝いて見える。

　器用な人は自作の飾りを作った。電球の点検や配線を考えている女性陣も短冊や小物の飾りの準備と分別に

懸命であり、作業中の接待係は大変であろうと思うが皆、汗を流しながら活気にあふれている。下分地区全体が

七夕まつり気運となって盛り上ってゆくのが感じられて、皆んなの熱気が伝わって皆んなの心を駆り立ててゆく

ので不思議である。

　「まほろばの里事業」の助成金を受けるまでは、下分地区の各種団体や協賛金等で運営資金としていたが、助

成金により各種備品等を揃える事が出来ました。

　自前の資金では限りがあり助成金を受けることで安定した運営が出来ます。しかし、それも今年度（２２年）で

終りである。

　「にぎわいのある町づくり事業」は単に賑やかであって、人が集まるだけでなく、一つの事業やイベント作り

によって、活気のある町・住民どおしの交流が開けて、人と人との絆が生まれることの大切さがあると思います。

年々と寂しくなってゆくであろう地域の閉そく感を、地域の皆が楽しくしてゆく事が出来る町政を作って下さる

よう、お願いします。

読者からの寄稿
まちづくり事業に思う

下分まちづくり実行委員会
委員長

南　本　芳　男

��������	
�����
������������������������������
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下分字粟生野

　田中　武晴さん（６８歳）
　　　　ご一家

Ⅰ　簡単な履歴

　我家は私、妻、娘一人の三人家族です。出身地は私と
娘は東京、妻はお隣り香川県です。妻は専業主婦で今日
まで家事万端を仕切っています。娘は大学卒業後数年は
会社勤めをしましたが、その後はマイペースで家事を手
伝っています。
　私は東京オリンピック開催の年に、Ａ新聞東京本社に
入社、以後人事、総務部門の業務を担当してきました。
北九州と名古屋に転勤し、定年直前に大阪の関連会社に
転勤、２００５年１２月に退職、年金生活者となり翌年２月に
神山町に転住してきました。

Ⅱ　移住の経緯

　我家は転勤先の大阪生活から、東京の自宅を空き家の
ままにして神山町の貸家に移ってきました。都会暮らし
から田舎暮らしに切り替えた特別な理由はありませんが、
定年後は暫しゆったりと静かに生活したいと思っていま
した。８６年５月１５日付新聞の切抜きがありますが、その
中身は都塵を捨てて田園に戻っていく人の悠然たる心情
を感じさせる短歌です。多分私はその頃からいずれは晴
耕雨読の田舎暮しとを望んでいたようです。

Ⅲ　神山選択の理由

　退職後どこに住もうかと１、２年ほど色々と検討しま
したが、徳島市内に妻の姉が在住していること、山、川
に加えて温泉もある自然豊かな場所であること、枝垂桜
や神山アーティスト・イン・レジデンスの幟、喫茶店、
道の駅、神山温泉、ホテル、コンビニ、役場、寄井商店
街、医療機関もいくつかある等々で、山村のわりには生
活しやすく、活気のある積極的に活動している町と感じ

ました。また
家主さんや初
めて貸家家屋
を案内、説明
して下さった
ご夫妻の優し
さや親切さに
も魅せられ神
山行きを決め
ました。

Ⅳ　住んでみての感想

　今年で神山生活５年目です。まずはこの４年間、さし
たる心配事も無く健康で日々楽しい生活を送ることが出
来たのは、近隣の皆さんのお力添えの賜物と感謝してい
ます。都会ではほとんど失われてしまった助け合いの心
（助けてもらう一方なので気が引けますが）の尊さを再
認識しています。
　山川草木、花鳥風月など自然の素晴らしさは感動もの
です。都会にいると、こうした自然の良さや癒しなどを
求めて旅行に出かけている訳で、それが日々の生活の中
で満たされるとは…。感性が幾分磨かれたかもしれませ
ん。
　広々とした畑での農作業は心身を豊かにしてくれてい
ます。我家では妻と娘が格別野菜作りをエンジョイして
います。無農薬でみずみずしい野菜の美味しさを、地産
地消で毎日味わえるとは幸せの一語です。
　買い物の若干不自由さ、街中までやや遠い不便さはあ
りますが、「足るを知る」修養と割り切っています。
　「神山町粟生野に移住して良かった」としみじみ思って
います。

Ⅴ　神山町の現状と課題

　神山町在住わずか５年目の若輩です。まだ神山町の実
情等をあまり理解や把握をしていませんので、「現状と
課題」を述べることは出来ません。ただ一般的にいわれ
ることですが、地域が発展すると色々な変化、改革が伴
います。国や県はこれからは観光立国を目指すと言って
います。神山町にとっては願ったりのことと思い期待し
ています。しかし町の発展が私がこの４年間で知った近
隣の人が持つ助け合いの精神や人情、お大師講のような
集まりと連帯意識、更には自然への愛情と共生等々を消
さないように願うものです。

粟生野在所の雪景色（２０１０.１.１４）

　田中さんご一家は敬虔なクリスチャンですが来町されると同時に粟
生野在所の大師講にも入られ、在所の従来からのまつり事や冠婚葬祭、
共同作業等に参加されています。ご一家で四国八十八ヶ所巡拝等土地
の習慣風土に溶け込まれて、ご一家なりの充実した毎日の様に思われ
ます。娘さんは英語が堪能でお家のすぐ前の竹薮が昨年暮のアーティ
スト・イン・レジデンスの製作展示場所となり招待作家のキャメロン、
ホッキンソンさんと支援者との通訳をされる等お世話になりました。
ご一家の移住は土着の私共にとって集落の絆や習慣、歴史等々の価値
を改めて再確認させてくれる切掛けにもなっています。

記後材取

…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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編
集
後
記

　　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
世
界
中
が
未

曾
有
の
脅
威
に
直
面
す
る
一
方
、
わ
が
国
で
は
、

政
権
交
代
と
い
う
歴
史
的
な
変
革
の
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る
中
、
本

町
で
は
、
待
望
の
養
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま

し
た
。
今
後
交
流
人
口
の
増
加
、
通
勤
、
産
業
、

経
済
活
動
等
の
向
上
に
大
き
く
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
発
刊
が
今
回
で
四
号
と
な

り
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
摘
の
点
を
反

省
検
討
し
な
が
ら
議
会
活
動
を
で
き
る
だ
け
、

分
か
り
や
す
く
忠
実
に
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
樫
本
雄
一
議
員
）

　
　
　
　

表
紙
写
真
説
明 　
　
　
　
　
　
　
 

　
「
案
山
子
が
賑
や
か
に
迎
え
て
く
れ
る
、

ほ
の
ぼ
の
阿
川
の
里
」

　

撮
影　

松
浦
一
郎
氏
（
神
領
字
北
）

　　

本
紙
第
二
号
で
紹
介
し
た
阿
川
地
区
二
十
八

歩
の
会
（
会
長
福
原
幸
男
）
が
心
の
底
か
ら
ほ
の

ぼ
の
と
な
る
活
動
第
二
弾
を
や
っ
て
く
れ
た
。

第
二
号
本
紙
で
取
材
し
た
時
、
夢
を
熱
っ
ぽ
く

語
っ
て
く
れ
た
会
員
の
口
調
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
何
か
を
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
密
か
に
期

待
し
て
い
た
だ
け
に
的
中
し
て
本
当
に
う
れ
し

い
。
殺
伐
な
世
相
の
中
、
又
昨
年
暮
に
は
強
盗

事
件
も
発
生
し
た
阿
川
地
区
、
二
十
八
歩
の
会

の
今
回
の
行
動
第
二
弾
が
本
年
の
阿
川
地
区
活

性
化
の
始
動
、
潤
滑
油
と
な
る
事
を
確
信
し
、
同

会
の
さ
ら
な
る
活
動
の
継
続
を
期
待
す
る
。

　

表
紙
文
字　

稲
飯
幸
生
氏　
書（
下
分
字
今
井
）

蘆平成２２年神山町消防出初式挙行される蘆

　１月１０日（日）神山町総合運動場に於て消防出初式が
挙行されました。
　少子高齢化人口減少が進行する神山という地域社会で
団員の確保の難しさや多様な課題を抱えた中での消防団
活動に深甚なる敬意と感謝を強く感じる式典でありまし
た。消防関係者の方々の日頃のご尽力により、町民の生
命、財産、安心が守られていることを改めて再確認する
機会でもありました。全議員が出席し山本充良議長が代
表して祝詞を述べました。

蘆２０１０年神山町成人式挙行される蘆

　１月１１日（月・成人の日）神山町農村環境改善センター
に於て成人式が挙行されました。
　成人該当者は平成生れ初代であり、船出される社会は
未だかって日本が経験したことのない少子高齢化、人口
減少が進行し大きな変革と混迷の渦中にありますが新成
人の未来に展望と確かな歩みが築かれることを祈念しお
祝いしました。式典には全議員が出席し、山本充良議長
が祝詞を述べました。

　

民
主
党
新
陳
情
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

民
主
党
徳
島
県
総
支
部
連
合
会
よ
り
、
十

二
月
十
五
日
、
神
山
町
役
場
で
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
体
や
各
種
団
体
か
ら
の
陳
情
を
党

幹
事
長
室
が
一
括
集
約
す
る
新
た
な
陳
情

ル
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

目
的

一
、
政
官
癒
着
の
排
除
と
利
益
誘
導
型
政

治
か
ら
の
脱
却

二
、
分
権
型
陳
情
で
霞
ヶ
関
詣
で
を
一
掃

三
、
国
の
行
政
刷
新
と
地
方
行
革
に
寄
与

四
、
透
明
性
、
公
平
性
を
確
保
す
る
陳
情

処
理

民主党の新しい陳情の流れ
民
主
党
新
政
権
の

分
権
型
陳
情
へ
の
改
革

精査し要望

全
国
規
模
の

団
体

国
会
議
員

地
方
議
員
、

地
方
自
治
体

な
ど

党企業団体
対策委員会

　県連・
地方組織

党幹事長室（窓口は副幹事長）

各省庁（政務三役）

住民・企業など


	表紙1
	p02-15かみ議会-No.4
	p16



